
1

かんが ふ く し き ょ う い く

ち 　 い 　 き 　 ふ 　 く 　 し 　 し 　 ん 　 ぶ 　 ん

野木町社会福祉協議会では、町内の小・中学校７校を「学童・
生徒のボランティア活動普及事業」協力校に指定し、各校の福
祉教育担当の先生の方と社会福祉協議会、ボランティアの方々
を交えて年３回連絡会議を開催しています。

ここでは、令和４年度に行われた各校の福祉に関する事業、
福祉教育に関わるボランティアの方々の様子などを掲載いたし
ました。
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１ねん　はりがや　とうま
　チューリップのきゅうこんをうえてたのしかったです。
大きいたまねぎみたいなかたちをしていました。なにいろ
がさくのかたのしみです。

１ねん　こばやし　さくら
　ピンクいろのチューリップがさいてほしいです。がんば
ってそだてていきたいです。

１ねん　さいとう　しょうた
　チューリップのきゅうこんのかたちはさきがとがってい
ました。大きいきゅうこんでびっくりしました。いろは、
きいろがさいてほしいです。

ごとう　　　 しゃな

チューリップ球根植え

１年　渡邉　真翔
　手わがすこしわかりました。ぼくのこえはきこえな
いけど、みみがきこえない人にあったら、手わやかみ
でおはなししたいです。

２年　菅谷　莉央
　耳がふじゆうな人は、手わだけかと思っていたけど、
ほかにもいろいろな話かたがあってすごいと思いまし
た。学校もわたしたちの学校とちがって、くふうがた
くさんしてあることを知りました。

３年　岩澤　快斗
　「ありがとう」や「家ぞく」「きょうだい」などの手
話を教えてもらい、知ることができました。耳の不自
由な人がいたら手話で会話をしたいです。

４年　黒澤　日向
　耳の聞こえない人は、かなしいことだけじゃないと
思いました。耳の聞こえない人と話す方法は、絵を描
いたり、手話を使ったり、紙に文字を書いたり、ゆっ
くり話したりとたくさんあることを知りました。
５年　新井　大獅
　耳が聞こえない人がかわいそうだと思っていたけれ
ど、動画を見て、手話を使って話せることが分かりま
した。聞こえない人でも、窓越しに手話をしたり、机
の下で手話をしたりして話すことができるのだと思い
ました。手話を少し覚えたくなりました。
６年　阿部　晏己
　みんな普通だと感じていることが、それぞれ違うと
いうことが分かった。耳が聞こえて当たり前、聞こえ
なくてあたりまえな人がいる。それも個性なのでみん
な平等に接して、自分にできることを見つけていきた
いと思った。

ハンディキャップ体験ハンディキャップ体験

（車椅子体験）

（認知症）

石井　彩雅
　僕はアイマスク体験をして最初は何
も見えなくてとても怖かったです。し
かし友達の力を借り、白杖を持ってな
んとか歩くことができました。僕は、「目
が見えない人はこんなに苦労するんだ
な」と、体験を通して初めて知りました。

これからも、目を大切にしていきたいと思いました。

呉藤　紗奈
　私は車いす体験をして、足や体
が不自由な人はいつも怖い思いを
しているのだと思いました。でも、
ゆっくり押してくれると少し安心
したので、車いすはゆっくり押し
てあげたいです。

横田　貴志
　耳が聞こえない人は手話を使うけれど、僕はその手話の五十音
すら覚えるのがむずかしかったです。目は見えるけど、耳が聞こ
えないから後ろから急に肩をたたいたらあぶないことが分かりま
した。これからはやさしくせっしていきたいです。

深井　茉莉愛
　私は点字体験をしました。実際に目の不自由な人が来て、不安なこ
とやこわい体験を詳しく話してくれました。点字を打ったり読んだり
しているのが大変だと思いました。
　目の不自由な人が近くにいたら助けてあげたいと思いました。

（アイマスク体験）

人権学習会

（手話体験）

（点字体験）

針谷　颯太
　認知症についての話を聞いて、おどろきました。家族の名前を
忘れてしまったり、自分のことも分からなくなったりしてしまう
からです。そして認知症になった人は、考えることが遅くなった
り新しい機能が使えなくなったりしてしまいます。その人は、話
を聞いてもすぐ忘れてしまいます。僕はそんな人の役に立ちたい
と思いました。

すがや　　　  りお

わたなべ　　  まなと

いわさわ　　  かいと

くろさわ　　　ひなた

あらい　　　たいし

あべ　　　　あんな

ふかい　　　　 まりあ

はりがや　　　そうた

よこた　　　 たかし

いしい　　　さいが

友沼
小学校

友沼小学校では、４年生が「総合的な学習の時間」に福祉の学習をしました。外部講
師を招いてアイマスク体験や車いす体験、手話、点字、認知症に関するお話など、貴
重な体験ができました。そこで、ハンディキャップのある方がおかれている状況や、
障がいに対する理解を深めました。人権学習会では、手話サークル「虹の会」の皆さん
に手話について講話を頂きました。また、１年生は、野木町更正保護女性会の方とチ
ューリップの球根植えを行いました。



3

　ぼくは、車いすで生活している人
がいたら、おしてあげたいなと思い
ました。 茅原　克重

　盲導犬がいることで、目が見えない人
も自分たちと変わらない生活ができる
ということが分かりました。

工藤　美月

　もし目の見えない人がいたら、声
をかけてお手伝いしたいなと思いま
した。

島田　蓮叶

 耳が聞こえない人と出会ったら、筆
談で会話をしてみたいです。

髙橋　夏輝

　盲導犬について調べ、たくさんの
人の支えになっていることが分かり
ました。

江原　梨桜

　工夫をすれば障がいのある人も一
緒に遊べることが分かりました。やっ
てみたら楽しかったです。

吉増　千花

　段差があると予想以上にゆれたの
でこわかったです。

潮　來愛

　一人でいるときに段差があったら
どうしているのだろうと思いまし
た。 篠﨑　希羽

　車いすの操作や声のかけ方がむず
かしかったです。車いすにはいろい
ろな種類があることも知ることがで
きました。 福島　琉生

　車いすの人をサポートするにはい
ろいろな工夫が必要だと分かりまし
た。 宮川　正乃介

　車いすで生活する人の気持ちを知る
ことができました。思っていたよりも
大変だなと思いました。 山田　陽生

　車いすに乗っている人がびっくり
しないように気を付けて声をかけま
した。 吉沼　正希

　白杖を使いながら、階段を昇り降
りするのが大変でした。

松本　莉奈

　補助で歩くときに周りに何がある
か教えるのがむずかしかったです。

髙田　瑛太

　アイマスクをすると何も見えなく
てこわいなと思いました。誰かが
困っていたら助けたいです。星　健斗

　周りが見えなくて、階段を降りる時
が怖かったです。

齋藤　啓太

　階段を降りるときの白杖の使い方
がむずかしくて大変でした。

伊藤　由珠

　アイマスクをすると何も見えなく
て、まわりが何も分かりませんでし
た。 黒田　大琥

いとう　　　ゆず

くろだ　　  たいが

さいとう　　けいた

たかだ　　  えいた

ほし　　けんと

まつもと　　  りな

しのざき　　 きはね

うしお　  くれあ

ふくしま　　 るい

やまだ　   ようせい

みやかわ　　 せいのすけ

よしぬま　　まさき

くどう　　  みづきよします　　ちはな

かやはら　 かつしげ

　車いすの人でもできるスポーツが
あることを知りました。みんなででき
ていいなと思いました。 西林　結心

にしばやし　  ゆいと

　ぼくも車いすの人や目の不自由な
人が困っていたらお手伝いをしたい
なと思いました。 新井　康元

あらい　　やすもと

　ボッチャは、障がいがある人もな
い人も一緒にできていいなと思い
ました。 鈴木　こころ

すずき

たかはし　　なつき

しまだ　　  れんと

　手話についてインターネットで調
べました。手話の歴史や使い方が分
かりました。

小久保　帆高
こくぼ　　　 ほたか

えはら　　　りお

総合的な学習の時間
「ひとにやさしい大作戦」
を通して

福祉体験

ボッチャ体験

アイマスク体験
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思いました。耳の聞こえない人と話す方法は、絵を描
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くり話したりとたくさんあることを知りました。
５年　新井　大獅
　耳が聞こえない人がかわいそうだと思っていたけれ
ど、動画を見て、手話を使って話せることが分かりま
した。聞こえない人でも、窓越しに手話をしたり、机
の下で手話をしたりして話すことができるのだと思い
ました。手話を少し覚えたくなりました。
６年　阿部　晏己
　みんな普通だと感じていることが、それぞれ違うと
いうことが分かった。耳が聞こえて当たり前、聞こえ
なくてあたりまえな人がいる。それも個性なのでみん
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　僕はアイマスク体験をして最初は何
も見えなくてとても怖かったです。し
かし友達の力を借り、白杖を持ってな
んとか歩くことができました。僕は、「目
が見えない人はこんなに苦労するんだ
な」と、体験を通して初めて知りました。
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　私は車いす体験をして、足や体
が不自由な人はいつも怖い思いを
しているのだと思いました。でも、
ゆっくり押してくれると少し安心
したので、車いすはゆっくり押し
てあげたいです。

横田　貴志
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すら覚えるのがむずかしかったです。目は見えるけど、耳が聞こ
えないから後ろから急に肩をたたいたらあぶないことが分かりま
した。これからはやさしくせっしていきたいです。
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　私は点字体験をしました。実際に目の不自由な人が来て、不安なこ
とやこわい体験を詳しく話してくれました。点字を打ったり読んだり
しているのが大変だと思いました。
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（アイマスク体験）

人権学習会

（手話体験）

（点字体験）

針谷　颯太
　認知症についての話を聞いて、おどろきました。家族の名前を
忘れてしまったり、自分のことも分からなくなったりしてしまう
からです。そして認知症になった人は、考えることが遅くなった
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わたなべ　　  まなと

いわさわ　　  かいと

くろさわ　　　ひなた

あらい　　　たいし

あべ　　　　あんな
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野木
小学校

野木小学校では、4年生の総合的な学習の時間に『福祉』について学習しています。
ハンディキャップ体験を通して「ひとにやさしい」とはどのようなことなのか、自分
にできることはどんなことかなど、考えを深めることができました。
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町たんけん：「特定非営利活動法人 縁人」さん訪問

人権集会：障がい者スポーツ（コントロールアタック（ボッチャ））体験

　町たんけんで、「だい
いちエンジン」に行き
ました。足がふじゆう
な人や気もちをつたえ
るのがにがてな人がは
たらいています。たい
けんもさせてもらえて、
楽しかったです。 

２年　舘野　友里
たての　　　  ゆり

　「だいいちエンジン」に
行っていろいろなしつも
ん を し ま し た。名 前 は、
人と人とのごえんを大切
にしたいといういみだそ
うです。大ふくやぎょう
ざがおいしいと聞いたの
で食べてみたいです。 

２年　稲葉　優笑
いなば　　　 ゆめ

　ボッチャを教えてくださり、あり
がとうございました。障がいがある
人でもみんな同じで、ルールを工夫
すればみんなが楽しめるスポーツに
なることが分かりました。

６年　稲葉　心優
いなば　　　 みゆ

　ボッチャは、みんなで楽しく体験でき
るものだと改めて感じました。スタッフ
のみなさんが優しくルール説明してくだ
さり、うれしかったです。今度は、実際
に障がいのある人と対戦してみたいです。

６年　　山　芽依
かげやま　　　めい

　私は前に同じようなことをやった
ことがありましたが、ボールを投げ
ること、点を競うことがとても楽し
かったです。たくさんのしょうがい
のある方にコントロールアタックを
知ってもらいたいです。

５年　柿沼　凛香
かきぬま　　 りんか

　音や声が聞こえない人にも、ラケッ
トの色などで分かるようにしていてす
ごいと思いました。体験したことを高
れい者の方と実際にやってみたいです。

５年　梶山　杏樹
かじやま　　あんじゅ

　今までは車いすに乗っている人は
スポーツができないと思っていたけ
れど、体が不自由でも不自由でなく
てもスポーツができることを教えて
くださり、ありがとうございました。 

４年　河鍋　有馬
かわなべ　　 ありま

　ボッチャは、みんなが平等にできるよう
にする工夫があり、驚きました。このスポ
ーツをやってみて、ぼくたちでもこういう
スポーツを作れそうだと思いました。

４年　杉山　碧唯
すぎやま　　  あおい

　さいしょはボールが思い通りに投げ
られなかったけれど、練習したら自分
の思っている場所に投げることができ
ました。しょうがいがある人もできる
ようになっていてすごいと思いました。 

３年　舘野　陽菜
たての　　　 ひな

　１回目はあまりうまくできなかった
けれど、なれてくるとだんだんできる
ようになりました。ビデオを見て、ボ
ッチャの選手はすごいなと思いました。 

３年　小泉　快斗
こいずみ　　 かいと

　体の不自由な人でもできることがわ
かりました。思っていたよりも楽しくて、
もう１回やりたいです。スタッフの方々、
ありがとうございました。

２年　鈴木　和翔
すずき　　　かずと

　コントロールアタックをやって、楽
しくてうれしかったです。お年よりや
しょうがいがある人も楽しめそうです。
またやりたいと思いました。 

２年　老沼　祐人
おいぬま　　 ゆうと

　こんなたいけんははじめてで、すご
くおもしろかったです。大すきになり
ました。たいけんさせていただいて、
ほんとうにありがとうございました。 

１年　小原　和
おばら　　なごみ

　せかいじゅうのみんなができるとお
もいました。たのしかったし、ルール
もわかりやすかったです。おしえてく
ださって、ありがとうございました。 

１年　三�　宥斗
  みはし　　  ひろと

佐川野
小学校

　佐川野小学校では、今年度人権週間に社会福祉協議会の方々にご協力いただき、障
がい者スポーツ体験をしました。体験を通して、障がいのある人や高齢者など、老若
男女問わず誰でも楽しめる競技の魅力に触れることができました。 
　また、２年生の町たんけんでは、「特定非営利活動法人縁人」さんを訪問させていた
だき、障がいのある方が実際に働いている様子を見せていただいたり、一緒に作業さ
せていただいたりしました。 
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　今までは車いすに乗っている人は
スポーツができないと思っていたけ
れど、体が不自由でも不自由でなく
てもスポーツができることを教えて
くださり、ありがとうございました。 

４年　河鍋　有馬
かわなべ　　 ありま

　ボッチャは、みんなが平等にできるよう
にする工夫があり、驚きました。このスポ
ーツをやってみて、ぼくたちでもこういう
スポーツを作れそうだと思いました。

４年　杉山　碧唯
すぎやま　　  あおい

　さいしょはボールが思い通りに投げ
られなかったけれど、練習したら自分
の思っている場所に投げることができ
ました。しょうがいがある人もできる
ようになっていてすごいと思いました。 

３年　舘野　陽菜
たての　　　 ひな

　１回目はあまりうまくできなかった
けれど、なれてくるとだんだんできる
ようになりました。ビデオを見て、ボ
ッチャの選手はすごいなと思いました。 

３年　小泉　快斗
こいずみ　　 かいと

　体の不自由な人でもできることがわ
かりました。思っていたよりも楽しくて、
もう１回やりたいです。スタッフの方々、
ありがとうございました。

２年　鈴木　和翔
すずき　　　かずと

　コントロールアタックをやって、楽
しくてうれしかったです。お年よりや
しょうがいがある人も楽しめそうです。
またやりたいと思いました。 

２年　老沼　祐人
おいぬま　　 ゆうと

　こんなたいけんははじめてで、すご
くおもしろかったです。大すきになり
ました。たいけんさせていただいて、
ほんとうにありがとうございました。 

１年　小原　和
おばら　　なごみ

　せかいじゅうのみんなができるとお
もいました。たのしかったし、ルール
もわかりやすかったです。おしえてく
ださって、ありがとうございました。 

１年　三�　宥斗
  みはし　　  ひろと

人権週間

　私は認知症を知る前に、認知症らしき人を見かけましたが、勇気がなく、助けるこ
とができませんでした。しかし、認知症のことを知ったことで、考えや気持ちが変わり、
お手伝いをしたくなりました。認知症サポーターカードも持っているので、もしも困
っていた時は、助けたいと思います。 ４年　柿沼　優花

　認知症のことを、認知症サポーター養成講座で学び、サポーターカードをもらいま
した。認知症の多くの方は、脳の機能が衰え、働きが悪くなったりすることも分かり
ました。街で認知症の人に会ったら、注意するのではなく、やさしく接したいです。

４年　髙橋　秀太

　車いす体験をする前は、楽しそうな乗り物だと思っていました。でも、実際に体験
してみると、とても怖くて、その大変さを実感することができました。これからは、
困っている人を見かけたら、声をかけて助けるやさしい行動をしたいです。

４年　河又　祥大

　わたしは、最初は車いす体験を楽しみにしていました。でも、実際に乗ってみると、
少しの段差でもこわかったです。車いすに乗っている人は、いろいろと大変な思いを
しているとわかりました。車いすの人達ががんばっているので、わたしもがんばろう
と思いました。 ４年　堀越　琴

　わたしは、アイマスク体験をして、周りの物の位置がよく分からなくて、すごく不
安になりました。だから、目の不自由な人はきっと不安なんだろうなと思いました。
目の不自由な人がいたら、おどろかせないように、そっと声をかけたいです。

４年　青木　慈雨

　ぼくは、学校でアイマスク体験をしました。アイマスクをつけると何も見えなくて、
白杖を使って、段差やかべがないか確かめながら歩きました。どこに何があるかが分
からなくて、いつつまづくか、とても怖かったです。人が困ることが分かったので、
手助けしたいです。 ４年　熊谷　樹

　今年度は、人権集会で「みーつけた！」のビデオを
視聴した学習を行い、自分のよさや友達のよさについ
て考えました。また、インターネットと人権の関係に
ついての放送を聞いて、ネットの世界でもみんなが気
持ちよく利用できるようにマナーを守ることが大切だ
と学びました。

　今年度は、人権集会で「みーつけた！」のビデオを
視聴した学習を行い、自分のよさや友達のよさについ
て考えました。また、インターネットと人権の関係に
ついての放送を聞いて、ネットの世界でもみんなが気
持ちよく利用できるようにマナーを守ることが大切だ
と学びました。

車いす体験

認知症サポーター
養成講座

　「ネット」というものは良い情報だけではなく、い
じめやアンチコメントがあるのだということを改め
て学びました。ネットを通して誰も分からないだろ
うと他人へのコメントをして、相手が傷つくことを
知らない人が中にはいるのだと思いました。いい情
報を流すのだということを頭に入れた上でインター
ネットを使用したいです。 ６年　田村　健悟

　じぶんのよさを見つけていくために友だちのキラキラポイントをまねしてみ
れば、わたしもじぶんのよさを見つけられるのかなと思いました。

２年　小林　寛奈

　ともだちのよさを見つけたら、ともだちにしらせ
て、よろこんでもらいたいです。ともだちのいいと
ころを見つけていきたいです。１年　齋藤　ちひろ

　最初は、主人公の坂本さんがうさぎの世話をおしつけられているように見えたけ
ど、うさぎの世話をしていたからこそ、うさぎのことにくわしくなりました。最後
にはみんなと仲良くしている様子が見られ、「いいな。」と思いました。やっぱり勇
気を出してみんなに伝えたり本当のことを言うなどしたりすると、仲が深まること
を学びました。人の気持ちを考えることが大切だと思いました。

４年　山根　夢乃

　自分のよさは、運動がとくいなところです。友だ
ちのよさを見つけていくために、友だちのいいとこ
ろがあればすぐに言ってあげたいです。

３年　舘野　凌典

６年　木村　香乃

　今回見たDVDの坂本さんのように、自分の新たな一面を見つけるために、自
分から進んでいろいろなことに挑戦していきたいと思いました。また、友達の
よいところを見つけたら、できれば直接、無理であれば手紙で伝えるなど工夫
をして、みんなによいところを伝えたいと思いました。

　よさは、人それぞれちがうし自分で見つけられる
よさもあれば、自分では見つけられないよさもある
ことが分かった。勇気を出すことで友達との関係が
よくなることも分かった。 ５年　加藤　大翔

アイマスク体験

さいとう　

たての　　  りょうすけ

かとう　　　  ひろと

たむら　　　  けんご

こばやし　　　かんな

やまね　　　　ゆの

きむら　　　　かの

かきぬま　　　  ゆうか

たかはし　　　しゅうた

かわまた　　　しょうた

ほりこし　　  こと

あおき　　　　  じう

くまがい　　  たつき

インターネットと人権

人権集会

総合的な学習の時間

南赤塚
小学校

南赤塚小では、4年生の総合的な学習の時間「みんなに優しい街づくり」の学習で、
本やパソコン、インタビューなどで、福祉に関する調べ学習をしたり、車いす、アイ
マスク体験に取り組んだりしています。他にも、人権週間を中心に、全学年で福祉・
人権に関する学習に取り組んでいます。
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車いす体験では、段差や坂を車いすで上り下りしたり、自分で操作したりしました。
体験から福祉のあり方について考えました。

★総合『心のバリアフリー』★

★車椅子体験★

（児童の感想）
○車いすに乗ってみて、押されていたときは、人にぶつか
りそうでこわかったけれど、押す人がサポートしてくれ
たおかげで人にぶつからずにすんだ。

○これから車いすを押すときにはよく気をつかいたいと思
いました。安心して乗ってもらいたいです。

○相手が気をつかってくれると嬉しい気持ちもあるし、楽
にもなるのでいいなと思いました。

○新橋小学校の体育館も、車いすの人が入りやすいように
スロープになっていた。このように、階段など必ず行か
なきゃならない所は、スロープになっているといいと思
った。

アイマスクをして廊下を歩き、
視覚障がいの体験をしました。

★アイマスク体験★

（児童の感想）
○これから障がいをもつ方を見かけたら、優しくサポート
し、声掛けをして、みんなが笑顔でくらせるような世界
にしたいです。

○どこにでも点字ブロックをおいてあげると分かりやすい
と思いました。

手話・点字体験では、ボランティアの方から、手話や点字の打ち方などを学びました。

★手話・点字体験★

（児童の感想）
○声に出さなくても手話で話せることが分かりま
した。

○目の見えない人は、点字をさわって感じて、注
意すべきことや場所が分かります。点字がない
とあぶないし、命に関わるので、点字がないと
ころでは教えてあげたいです。

○手話はかなりむずかしいけど、完ぺきに覚えら
れれば、いろいろな人とお話できて、「笑顔の輪」
が広がるかもしれない。

○次は実際に使ってみたいなと思った。

新橋
小学校

新橋小学校では、地域の学校支援ボランティアの方々に協力を得て、体験学習を充
実させています。４年生の総合的な学習の時間で、福祉について学習し、「心のバリ
アフリー」について考えています。ハンディキャップ体験では、野木町社会福祉協議会、
手話サークル「虹の会」、点友会「のぎ」の皆さんやボランティアの方に来校していただ
き、お話を聞いたり、ふれ合ったり、実際に体験したりしながら、たくさんのことを
学ぶことができました。
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車いす体験では、段差や坂を車いすで上り下りしたり、自分で操作したりしました。
体験から福祉のあり方について考えました。

★総合『心のバリアフリー』★

★車椅子体験★

（児童の感想）
○車いすに乗ってみて、押されていたときは、人にぶつか
りそうでこわかったけれど、押す人がサポートしてくれ
たおかげで人にぶつからずにすんだ。

○これから車いすを押すときにはよく気をつかいたいと思
いました。安心して乗ってもらいたいです。

○相手が気をつかってくれると嬉しい気持ちもあるし、楽
にもなるのでいいなと思いました。

○新橋小学校の体育館も、車いすの人が入りやすいように
スロープになっていた。このように、階段など必ず行か
なきゃならない所は、スロープになっているといいと思
った。

アイマスクをして廊下を歩き、
視覚障がいの体験をしました。

★アイマスク体験★

（児童の感想）
○これから障がいをもつ方を見かけたら、優しくサポート
し、声掛けをして、みんなが笑顔でくらせるような世界
にしたいです。

○どこにでも点字ブロックをおいてあげると分かりやすい
と思いました。

手話・点字体験では、ボランティアの方から、手話や点字の打ち方などを学びました。

★手話・点字体験★

（児童の感想）
○声に出さなくても手話で話せることが分かりま
した。

○目の見えない人は、点字をさわって感じて、注
意すべきことや場所が分かります。点字がない
とあぶないし、命に関わるので、点字がないと
ころでは教えてあげたいです。

○手話はかなりむずかしいけど、完ぺきに覚えら
れれば、いろいろな人とお話できて、「笑顔の輪」
が広がるかもしれない。

○次は実際に使ってみたいなと思った。

３年　梶山　華蓮
　私たち文芸部は、６月に駐車場の花壇にマ
リーゴールドの苗を植えました。最初は雑草
だらけの花壇でしたが、部員全員で雑草を抜
き、耕して土作りから始めました。そして、
黄色とオレンジ色のマリーゴールドの苗の配
置をみんなで話し合って決めました。意見が
分かれて大変なこともありましたが、一人一
人が心を込めて活動することができたと思い
ます。配置決めのとき、バランスがよくなる
ようにたくさんの意見を出し合い、みんなで
協力して植えたことがよい思い出になりまし
た。栃木国体では、たくさんの方々が来校さ
れ る の で、少
しでも華やか
に見えるよう
に、分 担 し て
水やり等の世
話をすること
ができました。

３年　寶示戸　俊太
　私たち福祉委員は、高齢者の方々へ手紙を
書かせていただきました。新型コロナウイル
ス感染症の影響で、昨年同様地域の方々との
交流ができなかった私たちにとって、とても
貴重な機会となりました。
　この手紙の中には、野木中の普段のようす
や高齢者の方々への感謝の思いなどを込める
ことができました。今年度は、手紙を「虹の舎」
に届けることができました。利用している高
齢者の方に会うことはできませんでしたが、
施設の職員の方々を通して私たちの感謝の気
持ちが伝わり、きっと喜んでいただけたと思
います。今回は、手紙で感謝の気持ちや野木

中のようすを
伝えましたが、
学校行事等で
高齢者の方々
が来校できる
ようになるこ
とを願ってい
ます。

３年　江連　聡
　野木中では、毎月福祉委員会がアルミ缶・古紙
回収を実施しています。アルミ缶・古紙回収では、
他にもペットボトルキャップやベルマークの回収
も行っています。ペットボトルキャップは、発展
途上国のワクチン接種などに役立ち、ベルマーク
は学校生活に必要なものに換えることができます。
しかし、今年度はクラスごとの達成率が低く、大
きな課題になっていますが、回収量が増えている
ため、回収により得た金額は前年度を大きく上回
っています。
　今後、福祉委員会では、クラスの呼びかけを強
化して達成率を伸ばすとともに、回収量をさらに
増やすことができるよう頑張っていきます。

３年　舘野　侑太
　野木中学校では、毎年、募金活動を行っており、
私たち福祉委員が協力の呼びかけと集計を行って
います。今年度は、多くの生徒と先生方のご協力
によって、たくさんの募金が集まりました。これ
らの募金は、発展途上国などにおいて人々に食糧
やワクチンを供給したり、緑を増やすなど、生活
を快適にするために使われます。そのため、福祉
委員は呼びかけを何度も行い、より多くの募金を
集めることができるよう努力しました。先日の「緑
の募金」の還付金は、文芸部員により植え付けら
れた花苗購入の資金となり、駐車場の花壇が華や
かになりました。「ちりも積もれば山となる」と
いうように、たとえ１円でも、たくさんの善意で
人々の心が豊かになります。これからも呼びかけ
をたくさん行い、よりよい社
会になるよう貢献したいです。

たての　　 ゆうた えづれ　　さとし

かじやま　　　かれん

ほうじと　　　　 しゅんた

野木
中学校

野木中では、福祉委員会を中心に毎月アルミ缶・古紙回収を行っています。今年度も生徒の
家庭のみに限定して行いましたが、回収量は昨年度を上回ることができました。収益金で数
年前には各教室の電波時計や体育館の冷水機を購入しましたが、今回も学校生活で役に立つも
のを購入することに使わせていただきます。また、緑の募金の還付金で購入した花の苗は、文
芸部の生徒が植え付けを行い、栃木国体に訪れた方々にもきれいな花壇を見ていただきました。
今後もいろいろな活動を通して、生徒一人一人の福祉に対する意識を高めていきたいと思います。
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ふくしのつどいのぎ2022ボランティア活動

ウクライナ人道危機救援金

ビックアート３年　蓬田　航
　野木第二中学校では、毎年アルミ缶を使い
ビックアートを制作しています。二週間に渡
りビックアート係によって制作された作品は
輝光祭を彩り、地域の方々からも親しまれて
います。 
　今年度は、「いちご一会とちぎ国体」でした。
野木町が女子ハンドボール競技の会場になっ
たこともあり、選手の方々を応援したいという気持ちからハンドボール競技を中心としたビックアートに
なっています。また、輝光祭のテーマである「SDGs」とも関連づけられてもいます。各家庭でアルミ缶
を回収したり、昨年度のアルミ缶も利用して、係が協力して制作したビックアートは、輝光祭の象徴とな
りました。その他に、野木二中では、毎日の学校生活でも、「SDGs」に一生懸命に取り組んでいて、様々
な活動が行われています。ビックアートは校舎の壁に毎年吊しているので、もし機会があればご覧下さい。

３年　木皿　百音
　野木二中では、SDGsに関する活動に力を入れています。そん
な中、日に日に状況が悪化していくウクライナの現状を目の当た
りにし、何か自分たちにできることはないだろうか？という生徒
会本部からの提案で募金活動をすることに決まりました。 
　20人以上の有志が集まり、募金箱やポスターを手作りしたり、
朝早くからの呼びかけをしたり、学校内からは戦争に苦しむ人た
ちを想い応援する気持ちが伝わる素敵なメッセージが多く寄せら
れました。熱心な呼びかけで集まった金額は、67,716円でした。 
　ぜひ人道支援のために使って欲しいと集まったメッセージと共に、社会福祉協議会を通して日本赤十
字社へ寄付させて頂きました。 
　ウクライナに限らず、世界には何らかの助けが必要な人たちがたくさんいます。そのことを「知る」こと、
そして私たちの当たり前の日常が決して当たり前ではないということに目を向け、感謝をしてこのよう
な活動を次の世代へつなげていきたいと思います。

３年　岩本　一将
　今年度の野木二中では、世界でも話題となっている「SDGs」を
重視した活動を行っています。生徒会を中心に、普段の生活で

「SDGs」を意識して行動し、さらに総合の時間では「SDGs」につ
いて学び、自分のこととして考えています。 
　私は、「SDGs」の活動を校内だけでなく、地域の中でも何かやり
たいと思っていました。私は福祉委員長を務め、このボランティア
の説明を先生から聞いた時に、友だちと一緒にやろうと考え参加し
ました。野木二中からは４名参加しました。活動内容は主にフード
ドライブのお手伝いです。フードドライブとは、各家庭で使われな
い食料品を預かり、必要とする家庭に配付することです。私たちは預かった食品の賞味期限を確認したり、
分けたりしました。このボランティアを通して、地域の方々との交流や多くの経験ができました。この
経験をこれからも生かして行きたいと思います。

よもぎた　  こう

きさら　　 も  ね

いわもと　 かずまさ

野木
二中

野木二中では、毎年「ビックアート」を制作・展示しています。今年度は栃木で開催さ
れた「とちぎ国体」が題材になりました。また、生徒会で世界情勢を考えて「ウクライナ人
道危機救援金」を実施しました。その他に、ボランティア活動も自主的に参加しています。

これからも様々な活動を通して、社会福祉について考えていきたいと思います。 
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ふくしのつどいのぎ2022ボランティア活動

ウクライナ人道危機救援金

ビックアート３年　蓬田　航
　野木第二中学校では、毎年アルミ缶を使い
ビックアートを制作しています。二週間に渡
りビックアート係によって制作された作品は
輝光祭を彩り、地域の方々からも親しまれて
います。 
　今年度は、「いちご一会とちぎ国体」でした。
野木町が女子ハンドボール競技の会場になっ
たこともあり、選手の方々を応援したいという気持ちからハンドボール競技を中心としたビックアートに
なっています。また、輝光祭のテーマである「SDGs」とも関連づけられてもいます。各家庭でアルミ缶
を回収したり、昨年度のアルミ缶も利用して、係が協力して制作したビックアートは、輝光祭の象徴とな
りました。その他に、野木二中では、毎日の学校生活でも、「SDGs」に一生懸命に取り組んでいて、様々
な活動が行われています。ビックアートは校舎の壁に毎年吊しているので、もし機会があればご覧下さい。

３年　木皿　百音
　野木二中では、SDGsに関する活動に力を入れています。そん
な中、日に日に状況が悪化していくウクライナの現状を目の当た
りにし、何か自分たちにできることはないだろうか？という生徒
会本部からの提案で募金活動をすることに決まりました。 
　20人以上の有志が集まり、募金箱やポスターを手作りしたり、
朝早くからの呼びかけをしたり、学校内からは戦争に苦しむ人た
ちを想い応援する気持ちが伝わる素敵なメッセージが多く寄せら
れました。熱心な呼びかけで集まった金額は、67,716円でした。 
　ぜひ人道支援のために使って欲しいと集まったメッセージと共に、社会福祉協議会を通して日本赤十
字社へ寄付させて頂きました。 
　ウクライナに限らず、世界には何らかの助けが必要な人たちがたくさんいます。そのことを「知る」こと、
そして私たちの当たり前の日常が決して当たり前ではないということに目を向け、感謝をしてこのよう
な活動を次の世代へつなげていきたいと思います。

３年　岩本　一将
　今年度の野木二中では、世界でも話題となっている「SDGs」を
重視した活動を行っています。生徒会を中心に、普段の生活で

「SDGs」を意識して行動し、さらに総合の時間では「SDGs」につ
いて学び、自分のこととして考えています。 
　私は、「SDGs」の活動を校内だけでなく、地域の中でも何かやり
たいと思っていました。私は福祉委員長を務め、このボランティア
の説明を先生から聞いた時に、友だちと一緒にやろうと考え参加し
ました。野木二中からは４名参加しました。活動内容は主にフード
ドライブのお手伝いです。フードドライブとは、各家庭で使われな
い食料品を預かり、必要とする家庭に配付することです。私たちは預かった食品の賞味期限を確認したり、
分けたりしました。このボランティアを通して、地域の方々との交流や多くの経験ができました。この
経験をこれからも生かして行きたいと思います。

よもぎた　  こう

きさら　　 も  ね

いわもと　 かずまさ

　今年度は、コロナ禍で人数制限はありましたが、各行事や
小学校の手話勉強も中止にならず、久しぶりに元気な子ども
たちに会うことが出来ました。 
　手話勉強が終わりに近づくと「もう終わりですか？」「ま
だやりたいなぁー」と、嬉しい声も聞けました。先生が、子
どもたちに今日の手話に興味を持つようにと、前日指文字を
練習したそうです。子どもたちは楽しみながら手話表現する
ことができました。手話が３D 言語であることを知った時、
手話はもっと楽しくなると思います。 
　手話サークル「虹の会」は、ろう者と聴者で手話勉強をし
ています。相手の目を見て、手を動かし手話で会話する。そ
こに声は必要ありません。それでも笑い合える楽しさ、これ
がコミュニケーションだと思います。年齢に関係なく、手話
に興味のある方お待ちしています。

　私達は誰かのために役に立ちたいという思いから活
動を始め、今年で29年目になります。 
　主な活動としては、町の配布物（広報等）を録音し目
が不自由な方に多くの情報をお届けしています。他に
高齢者施設への訪問、図書館のイベントに参加し本の
楽しさを伝えています。 
　ボランティア活動を通して様々なことを体験し今で
は自分達の学び、幸せにつながっています。 
　あなたが声を出して読むことで喜んでくれる人が沢
山います。

　小学校での点字体験において、児童が真剣になって目の見えない人
のお話に耳を傾ける姿や名刺に自分の名前を点字で打ち、目の見えな
い人に指で触って読んでもらい、正しく出来た時の喜ぶ姿を目の当た
りにすると感慨深いものがあります。
　意外に思われるかもしれませんが、日本は点字の先駆けなのです。
ある新聞記事に掲載されていました。 
　「0.01％の声を届けるため、目の不自由な人が点字器を使い、専用
の投票用紙に政党名や候補者名を打ち込んで行う点字投票。実は、日
本が世界で初めて国政選挙に取り入れたことを知る人は多くないだろ
う・・・」と。 

 

　これを成し遂げた先達の志を忘れることなく、目の不自由な人に点
字印刷した絵本・カレンダー・時刻表など、また、町広報誌・本など
希望する点訳データを、いち早くお届けしたい。 
　そして、白杖を持つ方が困っているような時には、是非、お声掛け
したいものです。 

手話サークル 「野和の会」
活動日：毎週月曜日(午前10時～正午)
場　所：ホープ館(町老人福祉センター )
年会費：1,000円

手話サークル 「虹の会」
活動日：毎週土曜日(午前10時～正午)
場　所：ホープ館(町老人福祉センター )
年会費：1,000円

点友会 「のぎ」
活動日：第2・4火曜日、第3金曜日
	  (午前10時～正午)
場　所：ホープ館(町老人福祉センター )
年会費：500円

朗読の会 「のぎく」
活動日：第1・2・3水曜日、第4金曜日
　　　　(午後1時30分～午後4時)
　　　　(第1水曜日は午前9時30分～ )
場　所：ホープ館（町老人福祉センター）、
　　　　図書館　他
年会費：500円

手話サークル「虹の会」	 冷水　加代子

朗読の会 「のぎく」	 宮　佳奈子

点友会 「のぎ」	 栗島　より子
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地域福祉新聞とは？地域福祉新聞とは？

　本校では、今年度「地域の人権問題について理解を深め、互いの人格と個性を尊重し合いながら
共生する社会を実現していこう」というテーマで、障がいがある方や高齢者の方への理解を深め、
児童に発信していけるように職員研修を行いました。車椅子で生活をしている方を講師としてお招
きし、お話を聞きました。 
　本校では、怪我のため一時的に松葉杖や車椅子を使って生活している児童は時々いるものの、車
椅子利用者については、テレビや町の中で少し見かけるくらいでした。講師の方の実際の体験をも
とにしたお話はなかなか聞けないので、とても心に響きました。車椅子生活だから「できない」と
考えるのではなく何事にも挑戦することや、できないことでもできるところまで努力して、そので
きたことを自信として考えるプラス思考の大切さを学びました。また、家族の助けや友達の援助が
あったから、頑張ることができたお話を聞いて、問題を一人で抱え込むことなく、人とのつながり
を大事にしたいと思いました。今回の研修で我々教員が感じたことをまとめた写真や動画を見せて、
子どもたちに伝えましたところ、子どもたちは真剣に話を聞いてくれました。 
　共生社会の実現のため、子どもたちに指導するだけではなく、我々教員も学び続けることが大切
だと改めて感じました。地域の様々な人権問題や福祉問題を正しく認識し、差別のない明るい地域
づくりを目指していきたいです。 

南赤塚小学校　舘山　文代 

　社協では、子ども向けの福祉教育プログラムだけでなく、大人向けのプロ
グラムも計画・提案しています。今年度は南赤塚小学校様の職員研修にて、
車いすユーザーの方をお呼びしたプログラムを実施しました。 

　野木町社会福祉協議会の「地域福祉新聞」の取り組みは、平成 17 年度に栃木県社会福祉協議会から
指定を受け始まった事業をきっかけに始まりました。 
　当時の協力校は野木中学校区の小中学校４校でしたが、平成 20 年度からは町内の小中学校７校の
協力を得て、地域福祉新聞を発行しています。 
　地域福祉新聞は、各学校ごとに特色のある地域社会と連携した事業の取り組みや福祉について学ん
だ内容、児童・生徒さんたちの感想を記事として掲載しています。子どもたちがさまざまな体験をと
おして得た素直な感想、発見を読んでいただき、今まで福祉にあまり関心がなかった方々にも福祉に
ついて考えるきっかけになっていただければと思っています。 
　『「みんなで考える福祉教育」地域福祉新聞』のタイトルにもあるように、新聞を読んで子どもたちの
学びを見守りつつ、どうしたら私たちのふだんの暮らしをよくしていくことが出来るかを、身近な人
と一緒に考えてみてください。 

職員研修「人権教育」レポート 

「学校」×「社協」で広がる福祉“共”育「学校」×「社協」で広がる福祉“共”育


